
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 ５回 開催期間

参加者数 ２１名 内訳 小学４年生 ５名

小学５年生 ９名

小学６年生 ７名

実行委員長

令和５年度　子ども大学ぎょうだ

子ども大学ぎょうだ実行委員会
実行委員

（関係団体）

子ども大学ぎょうだ

学長

副学長

令和５年７月８日～令和５年９月９日

國分　泰雄（ものつくり大学学長）

渡辺　充（行田市教育委員会教育長）

福地　克美（ものつくり大学総務課参事）

行田市教育委員会、ものつくり大学、

NPO法人行田市民大学活動センター、NPO法人子育てネット行田



３．実施内容

　７月８日（土）

　１０：００～１２：１５

タブレットでロボットを操作

　７月１５日（土）

　　９：２０～１１：３０

カードゲームでＳＧＤＳを学習

写真

写真
生

き

方

学

会場 ものつくり大学

講師
NPO法人ぎょうだ市民’Sネット

代表理事　吉田兼弘先生、金谷先生

２日目 開催日時

講義名
「チェンジ・フォ・ザ・ブルー」

～ゲームで学ぶ海のゴミや汚れ問題～

１日目 開催日時

は

て

な

学

講師
ものつくり大学教授　荒木　邦成　先生

ものつくり大学学生

会場

講義名

ものつくり大学

「人協働型ロボットを動かしてジェンガを積み

上げよう」



３．実施内容

　７月２９日（土）

　　９：１５～１１：３０

琴の演奏を聴きながらの昔話

　　８月２６日（土）

　　９：１５～１１：３０

行田の自然を守る方法のグループ発表

写真ふ

る

さ

と

学

会場 ものつくり大学

講義名 「守ろう行田の自然」ワークショップ・発表

講師
NPO法人行田市民大学活動センター

理事長　今村　武蔵　先生

写真

講師

①	行田の語り部の会

②	NPO法人行田市民大学活動センター

　理事長　今村　武蔵　先生

３日目 開催日時

ふ

る

さ

と

学

会場 ものつくり大学

講義名

①	「昔話を聞こう」

　～語り部の会による弾き語り～

②	「行田の自然について」

４日目 開催日時



３．実施内容

　　９月　９日（土）

　　９：１５～１１：００

ＰＣ操作によるイルミネーションのプログラム

写真

講師
ものつくり大学准教授　永井　孝　先生

ものつくり大学学生

は

て

な

学

会場 ものつくり大学

５日目 開催日時

講義名 「イルミネーションをプログラムしよう」



４．参加者の声

＜１日目＞プログラミングは学校や家であまりやったことがないので、今日ロボットを動かせたのは良い経験に

　　　なりました。近い将来に生かしてもらいたいなと思いました。

＜２日目＞海をきれいにするための色々な取組をしようと思った。環境をたくさん守りたいです。

＜３日目＞行田だけで８０以上の昔話があると知ったので、県ではどれだけあるのか気になった。

　　　行田市には自然が多いけれど、どんどん少なくなりかけているから、守っていきたい。

＜４日目＞行田の自然のことがよく分かった。これからも自然を大切にしたいと思った。

＜５日目＞プログラミングで自分の好きなイルミネーションを光らすことができた。

　　　とても楽しかったです。来年も参加したいです。

・生きた学びを経験させて頂く機会を頂き、感謝しております。子供達が自ら手を動かし、目を輝かせて耳を

　傾ける姿に成長を感じました。

・迎えに来たら、楽しそうな声が聞こえてきて、とてもありがたいと思いました。

・大学で授業を受けられて、とても良い経験になったと思います。行田の環境についても自分から話すように

　なり、興味を持ったようです。貴重な経験をありがとうございました。

・２年連続で参加させていただきました。環境やふるさとについてなど興味の幅も広がり、お友達とも楽しく

　すごすことができ、とてもよい経験となりました。ありがとうございました。

参
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し

た
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声
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声
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）


